
大気は海洋および陸面と相互作用し，気候システム

を形作る．とくに地表面のおよそ７割を占める海洋

は，気候システムにとっての「熱だめ」であり，また

大気に水蒸気をもたらす「水がめ」でもある．海面水

温と海氷分布は，より速く移ろいゆく大気にとっての

下方境界条件となる．その力学的・熱力学的性質によ

りゆっくりと変化する海洋や海氷は，対流圏の大気に

内在する変動の時間スケールを超えた季節予測を可能

にする源でもある．その一方で，大気は風応力や熱・

水・放射フラックスを介して海洋や海氷に熱的・力学

的強制をもたらす．この大気-海洋間の双方向の影響

の揺らぎに伴って大気海洋結合変動が起こる．

最も広く知られた大気海洋結合変動はエルニー

ニョ・南方振動（ENSO）であろう．2015年に観測史

上３番目の強さまで発達した，いわゆる「ゴジラ・エ

ルニーニョ」は記憶に新しい．その前年に当たる2014

年にも強いエルニーニョ現象の発達が予測されていた

が，ふたを開けてみれば幻に終わり，ENSO予測の

難しさを改めて思い知らされた．

また旧来，ENSOが励起する遠隔影響に対し，他

の熱帯海盆や中緯度海洋は受動的に応答するだけと思

われてきた．しかし最新の研究により，このような海

域でも大気海洋相互作用がはたらき，大気変動の形成

や維持に寄与する例が数多く見出されている．高緯度

に目を移すと，近年急速に減少する北極海氷が大気に

熱的に影響し，中高緯度域に異常気象をもたらす可能

性が指摘されている．

2017年は，このような海洋や海氷と大気との相互作

用の理解に挑む２つの国際キャンペーン―海大陸研究

強化年YMC（Years of the Maritime Continent）と

極域予測年YOPP（Year of Polar Prediction)―の

開始年に当たり，大気海洋相互作用研究への機運は国

際的に高まっている．これらのキャンペーンを概観し

つつ，多彩な大気海洋結合現象に対する最新の研究成

果を共有し，さらなる研究への取り組みを議論するこ

とを目的として本シンポジウムを開催した．

講演は，熱帯から極域に渡る多様な大気海洋結合現

象とそれらを結ぶ遠隔影響を幅広く網羅するよう企図

した．まず始めに気象研究所の安田珠幾氏に，気象庁

におけるENSOの監視・予測体制についてご講演い

ただいた．次にYMCの科学運営委員会共同議長を務

めておられる海洋研究開発機構の米山邦夫氏にYMC

の概要と展望を紹介していただいた．続いて小坂が熱

帯から中緯度東アジアに与える遠隔影響について講演

した．休憩を挟んでシンポジウム後半ではまず，我が

国の研究者が世界をリードする中緯度大気海洋相互作

用について，最新の知見を東京大学の中村 尚氏に講

演していただいた．続いてYOPP運営委員である極

地研究所の猪上 淳氏が，YOPPの概要と日本の役

割について講演された．最後に，「『最新の気象学』が

もたらした重要な進展」「日本への影響」「観測・モデ
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リング・解析の間の連携」「今後の展望・課題・若手

研究者へのメッセージ」の４つをテーマに総合討論を

行った．会場からも積極的な質疑・コメントをいただ

き，当初の予定を大幅に超過する１時間10分に渡る白

熱した討論となった．

このシンポジウムを通し，観測・モデリング・解

析・予報の観点から大気海洋結合現象の研究を概観す

ることができたと考える．その意義と魅力を少しでも

感じ取って頂けたなら幸いである．なお，本シンポジ

ウムは一般公開とし，大会参加者以外にも多くの聴講

者があったことを付記する．最後に，本シンポジウム

の講演者，事前準備及び当日運営にご協力下さった皆

様，並びにご来場の方々にこの場を借りて感謝申し上

げたい．
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